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続
編
。
千
葉
県
古
民
家
訪
問
記
。
山
武
市
（
さ
ん
む
し
）
歴
史
民
俗
資
料
館
内
、
伊
藤
左
千
夫
生
家
。 

訪
問
日 
二
〇
二
二
年
五
月
三
日
。 

  

前
回
書
い
た
袖
ヶ
浦
の
「
進
藤
家
」
同
様
、
今
回
の
「
伊
藤
左
千
夫
生
家
」
も
、
千
葉
県
の
古
民
家
を
ネ

ッ
ト
検
索
し
て
い
て
見
つ
け
た
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
千
葉
方
面
に
旅
行
し
た
時
の
目
的
地
の
一
つ

と
し
て
取
材
す
る
こ
と
に
し
た
。 

私
は
文
学
に
つ
い
て
は
専
門
外
で
あ
る
。
だ
か
ら
伊
藤
左
千
夫
（
一
八
六
四 

元
治
元
年
～
一
九
一
三 

大
正
二
年
）
に
つ
い
て
は
『
野
菊
の
墓
』
し
か
知
ら
な
か
っ
た
。
以
前
羽
村
市
郷
土
博
物
館
内
に
あ
る
、「
旧

下
田
家
」
を
取
材
し
た
折
、
館
内
で
中
里
介
山
の
展
示
が
さ
れ
て
い
た
。
中
里
介
山
が
こ
の
羽
村
で
生
ま
れ

育
っ
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
あ
い
に
く
私
は
中
里
介
山
に
し
て
も
『
大
菩
薩
峠
』
し
か
知
ら
な
か
っ
た
た
め
、

一
応
ネ
ッ
ト
上
で
調
べ
て
み
た
。
そ
の
た
め
で
今
回
も
『
野
菊
の
墓
』
を
読
ん
で
み
る
必
要
性
を
感
じ
て
、

『
現
代
日
本
文
学
大
系
一
〇 

正
岡
子
規
・
伊
藤
左
千
夫
・
長
塚
節
集 

筑
摩
書
房
』
を
図
書
館
で
借
り
て

読
ん
で
み
た
。
一
応
読
む
前
に
ネ
ッ
ト
上
で
、「
野
菊
の
墓
」
に
つ
い
て
も
調
べ
て
み
た
。
典
型
的
な
恋
愛

小
説
ら
し
く
、
か
な
り
気
が
引
け
て
し
ま
っ
た
。 

私
事
で
す
が
、
若
い
時
に
『
野
菊
の
墓
』
を
読
ん
で
感
動
し
た
と
い
う
元
文
学
青
年
、
文
学
少
女
の
方
々

に
は
実
に
恐
縮
な
次
第
で
あ
る
が
、
私
は
学
生
時
代
が
黒
歴
史
で
あ
り
、
い
い
思
い
出
が
な
い
。
学
園
モ
ノ

の
ド
ラ
マ
や
ア
ニ
メ
等
で
描
か
れ
て
い
る
、
今
ど
き
の
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
「
リ
ア
充
」
の
学
生
生
活
は
、

自
分
に
は
無
縁
だ
っ
た
。「
青
春
」
と
い
う
言
葉
で
さ
え
、
私
に
は
外
国
語
で
あ
る
。『
野
菊
の
墓
』
の
よ
う

な
情
景
は
私
に
は
別
世
界
だ
っ
た
。
実
際
、
何
度
読
む
の
を
や
め
よ
う
か
と
思
っ
た
が
、
記
事
を
書
く
た
め

に
は
必
要
だ
か
ら
と
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
、
最
後
ま
で
読
み
切
っ
た
。
伊
藤
左
千
夫
は
他
に
短
歌
や
茶
道
に

も
通
じ
て
い
る
人
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

 
 

 

伊
藤
左
千
夫
の
生
涯
に
つ
い
て
簡
単
に
記
す
。
氏
は
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
歌
人
で
あ
り
、
小
説
家
で
も
あ
る
。

本
名
は
幸
次
郎
と
い
い
、
他
に
春
園
・
無
一
塵
庵
主
人
な
ど
と
も
号
し
た
。
江
戸
時
代
末
期
元
治
元
年
（
一

八
六
四
）
に
上
総
国
武
射
郡
殿
台
村
（
現
・
山
武
市
殿
台
）
で
伊
藤
良
作
・
な
つ
の
四
男
と
し
て
生
を
受
け

た
。
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
明
治
法
律
学
校
（
現
・
明
治
大
学
）
に
入
学
す
る
も
、
眼
病
の
た
め
に

中
退
し
た
。
そ
の
後
上
京
し
て
東
京
・
横
浜
の
乳
業
店
で
働
き
、
同
二
十
二
年
に
乳
牛
改
良
社
を
開
業
し
た
。

そ
し
て
同
業
者
の
伊
藤
並
根
よ
り
和
歌
と
茶
の
湯
を
学
ん
だ
。
同
二
十
八
年
に
は
桐
の
舎
桂
子
に
師
事
し

て
万
葉
に
関
心
を
持
っ
た
。
同
三
十
一
年
に
は
新
聞
「
日
本
」
紙
上
に
て
正
岡
子
規
と
論
争
、
後
に
『
歌
よ

み
に
与
ふ
る
書
』
に
感
動
し
、
同
三
十
三
年
に
根
岸
短
歌
会
に
参
加
し
た
。
子
規
の
没
後
、
同
三
十
六
年
に

は
長
塚
節
（
た
か
し
）
、
蕨
真
ら
と
『
馬
酔
木
（
あ
せ
び
）』
を
創
刊
し
た
。
そ
し
て
同
三
十
九
年
に
『
ホ
ト

ト
ギ
ス
』
に
『
野
菊
の
墓
』
を
発
表
し
、
以
降
『
隣
の
嫁
』『
分
家
』
等
の
自
伝
的
小
説
を
発
表
し
た
。
明

治
四
十
一
年
に
『
馬
酔
木
』
は
廃
刊
、
後
継
誌
『
ア
カ
ネ
』
を
三
井
甲
之
が
発
表
し
た
が
、
左
千
夫
と
甲
之

が
対
立
し
別
れ
、
同
年
一
〇
月
に
『
阿
羅
々
木
（
ア
ラ
ラ
ギ
）
』
を
発
刊
、
二
巻
以
降
は
編
集
兼
発
行
者
と

な
っ
た
。
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
七
月
三
〇
日
に
脳
溢
血
の
た
め
に
急
逝
し
た
。 

 

「
伊
藤
左
千
夫
生
家
」
は
山
武
市
歴
史
民
俗
資
料
館
内
に
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
総
武
線
成
東
駅
前
か
ら
千
葉
フ
ラ
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ワ
ー
バ
ス
海
岸
線
に
乗
車
し
て
「
左
千
夫
記
念
館
前
」
で
下
車
す
る
。
こ
の
バ
ス
も
本
数
が
多
く
な
い
の
で
、

利
用
す
る
際
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
要
確
認
で
あ
る
。
バ
ス
停
前
の
大
き
な
駐
車
場
を
通
っ
て
一
旦
入
館
手

続
き
を
し
、
当
館
の
勝
山
様
と
と
も
に
「
伊
藤
左
千
夫
生
家
」
を
見
学
す
る
。 

 

ま
ず
当
家
の
概
要
を
述
べ
る
。
当
家
の
築
は
約
二
〇
〇
年
前
、
江
戸
後
期
で
あ
る
。
伊
藤
家
は
中
級
の
農

家
で
五
人
組
の
組
頭
を
つ
と
め
る
豪
農
で
あ
っ
た
。
明
治
十
四
年
の
家
相
図
に
は
長
屋
門
が
あ
っ
た
。
一
八

五
五
年
当
時
、
こ
の
辺
り
は
上
総
国
殿
台
村
と
い
い
、
戸
数
二
〇
軒
、
人
口
一
〇
〇
人
未
満
の
小
さ
な
村
だ

っ
た
。
千
葉
県
の
指
定
史
跡
に
認
定
さ
れ
た
の
は
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
で
あ
る
。
山
武
市
殿
台
村
（
と

の
だ
い
む
ら
）
に
あ
っ
て
、
江
戸
時
代
よ
り
昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）
に
当
主
芬
氏
（
か
お
る 

左
千
夫

の
長
兄
廣
太
郎
の
息
子
・
左
千
夫
の
甥
）
が
亡
く
な
る
ま
で
の
間
、
代
々
居
住
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
。 

屋
根
の
形
式
は
寄
棟
で
「
ひ
さ
し
屋
根
」
が
つ
い
て
い
る
。
ま
た
格
子
窓
の
中
か
ら
「
下
部
屋
」
が
見
え
る
。

当
時
こ
の
家
で
働
い
て
い
た
使
用
人
が
住
ん
で
い
た
部
屋
で
あ
る
。
屋
根
の
カ
ヤ
は
三
層
に
な
っ
て
お
り
、

南
西
隅
に
あ
る
出
張
部
の
部
屋
（
便
所
）
に
は
杉
皮
が
使
わ
れ
て
い
る
。
屋
根
の
葺
き
替
え
は
二
〇
二
〇
年

ま
で
に
二
年
に
わ
た
り
、
前
半
と
後
半
に
分
け
、
県
の
補
助
金
交
付
を
受
け
て
実
施
し
た
。
話
に
よ
る
と
台

風
や
猛
暑
が
原
因
で
カ
ヤ
の
傷
み
が
激
し
く
、
一
〇
年
も
た
ず
に
交
換
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。
私
が
よ
く

訪
問
し
て
い
た
白
川
郷
や
五
箇
山
で
も
、
あ
る
い
は
他
の 

古
民
家
園
然
り
、
異
常
気
象
の
た
め
に
屋
根
の
葺
き
替
え
頻
度
が
多
く
な
っ
た
こ
と
、
更
に
原
料
の
カ
ヤ
そ

の
も
の
が
育
ち
に
く
く
な
っ
た
と
い
う
説
明
を
受
け
た
。 

 

こ
の
住
宅
に
も
「
式
台
」
と
「
せ
が
い
造
り
」
が
あ
る
。
移
築
古
民
家
園
で
し
ば
し
ば
出
会
う
形
式
で
あ

る
。
「
式
台
」
は
駕
籠
に
乗
っ
た
客
を
濡
れ
ず
に
室
内
入
れ
る
た
め
に
玄
関
と
は
別
に
作
っ
た
入
口
の
こ
と

で
あ
る
。
「
せ
が
い
造
り
」
も
ま
た
、
屋
根
の
で
っ
ぱ
り
を
伸
ば
し
た
特
別
な
造
り
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
格

式
あ
る
家
に
し
か
認
め
ら
れ
な
い
。
大
体
名
主
ク
ラ
ス
の
邸
宅
が
そ
う
で
あ
る
。 

 
 

 

新
緑
が
映
え
る
伊
藤
家
の
外
観
。
当
家
の
式
台
を
外
側
よ
り
。
山
武
市
歴
史
民
俗
資
料
館 

の
外
観
。 

  

先
ず
、「
土
間
」
か
ら
見
て
い
く
。「
土
間
」
に
は
か
ま
ど
が
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
側
面
側
に
「
味
噌
部
屋
」、

「
穀
入
」
と
「
下
部
屋
」
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
生
活
道
具
が
し
ま
っ
て
あ
っ
た
。
私
は
今
ま
で
多
く
の
移
築
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古
民
家
を
見
て
き
た
が
、
大
体
土
間
に
は
か
ま
ど
以
外
に
も
往
時
の
生
活
道
具
が
置
か
れ
、
名
前
が
書
か
れ

た
紙
が
貼
っ
て
あ
る
。
昔
の
生
活
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
に
見
学
に
来
る
小
学
生
た
ち
の
た
め
で
あ
る
。
実
は

こ
の
「
伊
藤
左
千
夫
生
家
」
も
、
コ
ロ
ナ
前
は
「
昔
の
暮
ら
し
体
験
」
と
し
て
小
学
校
三
年
生
が
昔
の
暮
ら

し
を
東
金
市
や
九
十
九
里
市
な
ど
の
近
隣
の
町
村
か
ら
学
習
し
に
来
て
い
た
。
そ
の
時
は
こ
こ
に
あ
る
こ

れ
ら
の
昔
の
生
活
道
具
を
庭
に
置
い
た
り
、
ま
た
「
ま
い
ぎ
り
法
」
と
い
う
紐
を
使
う
火
お
こ
し
で
あ
る
。

然
し
こ
の
体
験
授
業
も
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
な
か
な
か
実
施
が
難
し
く
、
一
昨
年
で
は
一
、
二
回
ぐ
ら
い
し
か

実
施
さ
れ
な
か
っ
た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
こ
こ
に
も
及
ん
で
い
た
。 

 

次
の
「
囲
炉
裏
」
が
切
っ
て
あ
る
「
茶
の
間
」
は
家
族
用
の
食
事
ど
こ
ろ
で
あ
る
。「
次
の
間
」
と
「
座

敷
」
を
仕
切
っ
て
い
る
木
製
の
扉
に
は
ガ
ラ
ス
が
は
め
込
ん
で
あ
る
。
こ
の
ガ
ラ
ス
は
明
治
に
な
っ
て
か
ら

つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
も
の
で
あ
る
。
ガ
ラ
ス
に
ゆ
が
み
が
あ
り
、
現
代
の
技
術
で
は
作
れ
な

い
、
大
変
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
汚
れ
や
シ
ミ
も
な
く
き
れ
い
な
状
態
で
あ
る
の
に
驚
い
た
。 

 
 

 

明
治
時
代
に
つ
け
ら
れ
た
、
貴
重
な
ゆ
が
ん
だ
ガ
ラ
ス
。
火
を
入
れ
て
い
な
い
か
ま
ど
。
質
素
だ
が
扉
が
つ

い
て
い
て
開
け
る
の
が
特
徴
の
仏
壇
。 

  

「
茶
の
間
」
に
接
し
て
階
段
が
あ
っ
て
中
二
階
の
蚕
部
屋
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
の
中
二
階
の
部
屋
は

現
在
、
改
修
さ
れ
て
板
が
張
ら
れ
て
い
る
。
昔
の
生
活
を
学
ぶ
た
め
に
来
た
子
供
た
ち
に
見
せ
る
よ
う
に
し

て
い
た
が
、
そ
れ
も
や
は
り
今
は
で
き
な
い
。
山
梨
県
や
桧
原
村
の
古
民
家
に
あ
る
「
兜
造
り
」
も
屋
根
裏

は
養
蚕
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
の
辺
り
に
は
兜
造
り
の
民
家
は
な
い
が
、
昔
は
養
蚕
が
盛
ん
で
け

っ
こ
う
行
っ
て
い
た
。 

 

隣
の
「
座
敷
」
は
仏
間
で
神
棚
と
仏
壇
が
あ
る
。
こ
の
仏
間
で
は
伊
藤
左
千
夫
の
命
日
に
左
千
夫
氏
の
写

真
を
飾
っ
て
「
左
千
夫
忌
」
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
の
仏
壇
の
特
徴
は
観
音
開
き
の
扉
で
開
け
る
式
に
な
っ

て
い
る
。
白
川
郷
や
五
箇
山
の
合
掌
造
り
民
家
を
は
じ
め
、
浄
土
真
宗
の
信
仰
の
篤
い
地
方
で
は
、
絢
爛
豪

華
な
大
き
な
仏
壇
で
、
扉
は
折
り
た
た
み
式
に
な
っ
て
い
る
。
然
し
浄
土
真
宗
以
外
の
仏
壇
で
こ
の
よ
う
に

観
音
開
き
で
開
け
る
仏
壇
は
初
め
て
見
た
。
大
体
ほ
と
ん
ど
の
仏
壇
は
扉
が
つ
い
て
な
い
か
ら
。
当
地
は
日

蓮
宗
の
信
仰
が
盛
ん
な
地
で
あ
る
。
私
に
は
知
識
が
な
い
が
日
蓮
宗
の
仏
壇
は
こ
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ

ろ
う
か
。 

 

「
奥
ノ
間
」
を
通
っ
て
「
中
ノ
間
」
に
は
槍
か
け
が
あ
る
。
か
つ
て
槍
が
か
け
ら
れ
て
あ
っ
た
。
伊
藤
家
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の
ル
ー
ツ
は
調
べ
た
結
果
戦
国
時
代
に
遡
れ
る
。
豊
臣
秀
吉
の
関
東
平
定
時
、
一
五
九
〇
年
（
天
正
一
八
）

に
入
っ
て
き
た
と
い
わ
れ
る
。
二
〇
一
九
年
五
月
、
上
皇
様
が
退
位
し
、
平
成
か
ら
令
和
に
代
わ
る
一
〇
連

休
に
取
材
し
た
成
田
市
の
「
房
総
の
む
ら
」
内
に
あ
っ
た
武
家
屋
敷
に
も
槍
や
な
ぎ
な
た
が
壁
の
上
の
方
に

掲
げ
て
あ
っ
た
。 

そ
の
向
こ
う
は
「
奥
の
間
」
は
書
院
造
、
床
の
間
と
つ
け
書
院
が
あ
る
。
隣
の
納
戸
に
は
珍
し
い
も
の
が

あ
っ
た
。
一
九
八
一
年
八
月
八
日
に
東
映
で
映
画
化
さ
れ
た
「
野
菊
の
墓
」
は
松
田
聖
子
さ
ん
の
初
演
作
で

あ
っ
た
。
そ
の
顔
の
部
分
だ
け
を
く
り
ぬ
い
た
パ
ネ
ル
が
し
ま
っ
て
あ
っ
た
。
普
段
は
資
料
館
の
わ
き
に
置

き
、
写
真
撮
影
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
っ
た
の
だ
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
で
き
な
く
な
っ
て
、
こ
の
場
所

に
し
ま
っ
て
あ
る
。
私
が
小
さ
か
っ
た
頃
、
昭
和
の
末
期
、
観
光
地
に
行
く
と
必
ず
ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
等

の
顔
を
入
れ
て
写
真
撮
影
が
で
き
る
パ
ネ
ル
を
結
構
目
に
し
た
。
そ
の
後
平
成
に
な
っ
て
自
分
で
あ
ち
こ

ち
旅
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
う
い
え
ば
い
つ
の
間
に
か
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。
ま
だ
あ
っ
た
の
だ
、

一
瞬
驚
い
た
。 

後
述
す
る
が
、
『
野
菊
の
墓
』
は
今
ま
で
三
回
映
画
化
さ
れ
て
い
る
。
最
初
は
白
黒
で
一
九
五
五
年
（
昭

和
三
〇
）
『
野
菊
の
如
き
君
な
り
き
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
だ
っ
た
。
次
が
一
九
六
六
年
（
昭
和
四
一
）
タ
イ

ト
ル
は
前
回
と
同
じ
で
カ
ラ
ー
、
三
回
目
が
一
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
）
こ
の
時
は
通
常
通
り
『
野
菊
の
墓
』

の
タ
イ
ト
ル
で
松
田
聖
子
さ
ん
主
演
だ
っ
た
。
ま
た
ド
ラ
マ
化
、
舞
台
化
も
数
回
な
さ
れ
て
い
る
。
だ
た
、

現
在
の
時
世
下
で
「
身
分
違
い
の
恋
」
と
い
う
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
な
か
な
か
描
き
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ

る
。
発
表
当
時
は
ロ
シ
ア
文
学
を
参
考
に
し
て
制
作
し
、
作
風
は
当
時
と
し
て
は
新
鮮
で
、
夏
目
漱
石
か
ら

も
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
と
い
う
話
も
あ
る
。 

こ
の
納
戸
で
は
今
、
昔
の
暮
ら
し
体
験
と
し
て
子
供
た
ち
に
座
ら
せ
て
行
灯
や
ガ
ン
ド
ウ
提
灯
「
（
別
名

〔
ド
ロ
ボ
ウ
提
灯
〕
）
と
い
う
さ
か
さ
ま
に
し
て
も
灯
が
落
ち
な
い
」
を
使
っ
て
昔
の
人
の
生
活
を
実
体
験

さ
せ
て
い
る
。
扉
を
閉
め
る
と
本
当
に
真
っ
暗
に
な
る
。
ま
た
「
中
の
間
」
で
は
ヒ
ノ
シ
体
験
、
昔
の
ア
イ

ロ
ン
を
体
験
し
て
も
ら
う
。
実
際
に
炭
を
入
れ
て
ハ
ン
カ
チ
に
実
際
に
自
分
で
か
け
て
も
ら
う
。
但
し
こ
の

体
験
も
目
下
の
コ
ロ
ナ
下
で
は
実
行
さ
れ
て
い
な
い
。 

納
戸
の
隣
に
囲
炉
裏
付
き
の
茶
の
間
が
あ
り
中
二
階
と
天
井
が
見
え
る
。
こ
の
囲
炉
裏
で
出
し
た
煙
に

よ
っ
て
天
井
を
燻
す
。
今
ま
で
取
材
し
て
き
た
多
く
の
古
民
家
で
は
、
こ
の
よ
う
に
囲
炉
裏
で
出
し
た
煙
に

よ
っ
て
屋
根
裏
や
天
井
を
燻
し
、
防
虫
の
み
な
ら
ず
カ
ヤ
を
強
化
し
た
。
各
部
屋
に
あ
る
障
子
は
年
に
一
度
、

大
掃
除
の
時
に
張
り
替
え
る
。
劣
化
と
昔
の
暮
ら
し
体
験
の
時
に
穴
が
開
け
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る

か
ら
だ
。
古
民
家
の
説
明
は
こ
れ
で
終
了
し
て
、
資
料
館
の
方
に
移
っ
た
。 
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茶
室
「
唯
真
閣
」
外
観
と
「
無
一
塵
庵
」
の
由
来
説
明
、
生
家
の
土
間
か
ら
撮
影
し
た
次
の
間
・
座
敷
・
中

の
間 資

料
館
に
行
く
前
に
、
敷
地
内
に
あ
る
茶
室
「
唯
真
閣
」
も
見
た
。
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
正
岡

子
規
が
訪
問
し
、
塵
一
つ
落
ち
て
い
な
い
と
称
え
て
「
無
一
塵
庵
」
と
い
う
扁
額
を
贈
っ
た
。
こ
れ
に
感
動

し
た
伊
藤
左
千
夫
は
「
無
塵
庵
」
と
命
名
し
、
以
来
「
無
一
塵
庵
主
人
」
と
号
し
た
。
こ
の
こ
と
を
書
き
記

し
た
書
が
展
示
し
て
あ
る
。
書
は
寒
川
鼠
骨
（
さ
む
か
わ
そ
こ
つ
）
に
よ
る
。
左
千
夫
は
正
岡
子
規
か
ら
「
茶

博
士
」
と
称
さ
れ
た
ほ
ど
茶
道
を
愛
好
し
た
。
躍
り
口
も
き
ち
ん
と
設
置
さ
れ
て
い
る
。
伊
藤
左
千
夫
の
死

後
、
左
千
夫
の
甥
・
芬
（
か
お
る
）
を
中
心
に
、
茶
人
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
に
よ
っ
て
移
築
さ
れ
た
た
め
、
戦

前
か
ら
あ
る
貴
重
な
建
物
と
な
っ
て
い
る
。
敷
地
内
に
大
き
な
歌
碑
が
あ
る
。
『
牛
飼
い
の 

歌
読
む
と
き

に 

世
の
中
の 

新
し
き
歌 

お
ほ
い
に
起
こ
る
』
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
近
く
に
は
前
述
し
た
一
九
八

一
年
の
『
野
菊
の
墓
』
の
映
画
ヒ
ッ
ト
祈
願
の
た
め
、
ヒ
ロ
イ
ン
役
の
松
田
聖
子
さ
ん
が
記
念
植
樹
し
た
に

ア
ラ
ラ
ギ
が
あ
り
、
名
前
の
記
さ
れ
た
碑
が
建
っ
て
い
る
。
当
時
松
田
聖
子
さ
ん
は
人
気
絶
頂
期
で
、
フ
ァ

ン
が
大
勢
押
し
寄
せ
た
。
当
時
小
学
生
だ
っ
た
私
で
さ
え
も
人
気
が
す
ご
く
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
た
。

フ
ァ
ン
の
人
だ
か
り
が
す
ご
く
て
圧
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
発
生
し
た
。
天
気
が
良
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
緑
が
映
え
渡
っ
て
い
た
。 

 
 
 

敷
地
内
に
あ
る
左
千
夫
の
歌
碑
。
下
は
松
田
聖
子
さ
ん
が
植
え
た
ア
ラ
ラ
ギ
。 

  

こ
の
説
明
の
の
ち
、
資
料
館
内
を
巡
っ
た
。
伊
藤
左
千
夫
に
関
係
す
る
も
の
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
中
で
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も
前
述
し
た
各
時
代
の
野
菊
の
墓
の
映
画
ポ
ス
タ
ー
は
貴
重
だ
っ
た
。
デ
ビ
ュ
ー
当
時
の
初
々
し
い
松
田

聖
子
さ
ん
の
ポ
ス
タ
ー
だ
け
で
な
く
、
タ
イ
ト
ル
が
「
野
菊
の
如
き
君
な
り
き
」
に
な
っ
て
い
る
。
タ
イ
ト

ル
が
変
更
し
て
い
る
理
由
は
、
戦
後
し
ば
ら
く
、「
死
」「
墓
」
と
い
う
言
葉
に
対
し
て
激
し
い
抵
抗
感
が
あ

っ
た
の
が
理
由
だ
。
「
野
菊
の
墓
」
と
し
て
映
画
化
さ
れ
た
の
は
、
件
の
松
田
聖
子
さ
ん
の
作
品
で
あ
る
。

戦
争
の
影
響
が
、
文
学
作
品
の
映
画
化
に
ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

  

※ 

弁
解
の
つ
も
り
は
な
い
が
、
当
館
訪
問
後
、
度
重
な
る
転
職
や
引
っ
越
し
等
、
私
的
に
忙
し
く
、
年
月

だ
け
が
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
も
よ
う
や
く
沈
静
化
し
、
旅
行
や
移
動
制
限
も
な
く
な

っ
た
今
で
は
、
展
示
企
画
も
変
わ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
悪
し
か
ら
ず
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。 

 

各
種
デ
ー
タ
ー
。 

住
所 

〒
二
八
九-

一
三
二
四 

千
葉
県
山
武
市
殿
台
三
四
三
番
地 

電
話
番
号 

〇
四
七
五-

八
二-

二
八
四
二 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
七
五-

八
二-

二
八
四
二 

入
館
料 

一
般
、
学
生
一
人
一
四
〇
円 

団
体
（
二
〇
名
以
上
）
一
人
一
一
〇
円
。
小
・
中
・
高
校
生
一

人
九
〇
円 

団
体
（
二
〇
名
以
上
）
一
人
六
〇
円
。
山
武
市
民
及
び
幼
児
、
六
五
歳
以
上
、
各
障
害
者
手
帳

所
有
者
は
無
料
。 

休
館
日 

月
曜
日
（
月
曜
が
祝
祭
日
の
場
合
は
開
館
し
、
火
曜
日
休
館
） 

開
館
時
間 

午
前
九
時
か
ら
午
後
一
六
時
三
〇
分
。 

ア
ク
セ
ス 

成
東
駅
か
ら
千
葉
フ
ラ
ワ
ー
バ
ス
「
海
岸
線
」「
左
千
夫
生
家
前
」
下
車
す
ぐ
。
但
し
運
行

本
数
は
多
く
な
い
の
で
事
前
確
認
必
要
で
す
。 


